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【開発の背景】 

笠間産の陶器用粘土は，成形性が非常に良く，焼成後

の発色や独特の表情には定評があります。しかし，乾燥

や焼成による収縮が大きい欠点もあることが一因で， 

産地内で笠間粘土の使用割合が低いのが現状です。 

笠間焼協同組合では，笠間粘土 100％の陶器を「純・

笠間焼」と称し，笠間粘土の特徴を踏まえた笠間なら 

ではの商品開発を促進し，産地のイメージアップを図る

活動を行っています。 

窯業指導所では，粘土の精製方法や焼成条件の最適化

等について支援してきました。今年度は「純・笠間焼」

の発展を視野に入れ，釉薬にも笠間産原料を用いるため

の研究を行いました。 

 

【研究の内容】 
通常は陶器の素地として使用している「笠間粘土」や，

笠間市手越地区で産出される「手越陶石」を釉薬原料と

して用い，三角座標という方法で釉薬配合試験（図１）

を行いました。 

この結果を踏まえ，「純・笠間焼」の発展を視野に入

れた釉薬開発を行いました（表１，図２･３）。 

今後，素地だけでなく釉薬にも笠間産原料を用いた，

より「純・笠間焼」のコンセプトに沿った商品の開発支

援に繋げたいと思います。 

 

表１ 開発した釉薬配合例 

  白ﾏｯﾄ釉 黒釉 柿ﾏｯﾄ釉 藁白釉 青糠釉 

福島長石 20％ 50％ 30％ 
 

 

笠間単味 30％ 30％ 40％ 
  

手越陶石 
   

30％ 35％ 

合成藁灰 
   

35％ 35％ 

合成土灰 50％ 20％ 30％ 35％ 30％ 

AA ｶｵﾘﾝ 10％ 
    

弁柄 
 

8％ 8％ 
  

酸化銅 
    

1％ 
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図１ 三角座標による配合試験例 

（手越陶石-合成土灰-合成藁灰） 

図３ 手越陶石を含む釉薬の試作品

（左:藁白釉,右:青糠釉） 

図２ 笠間単味を含む釉薬の試作品 

（左:柿ﾏｯﾄ釉,中:白ﾏｯﾄ釉,右:黒釉） 


